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3.結果と考察
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1.はじめに
海氷は地球の気候システムにおいて重要な役割を担っており、全
球のエネルギー収支と水循環に影響を与えます。そこで、北極海に
おける海氷域の減少と季節海氷域の拡大が進んでいることから、空
間的かつ時系列で、薄氷の特に厚さについて、その変化を調べるこ
とが課題になっています。
まず、海氷の厚さとマイクロ波放射計で観測される輝度温度の関
係を明らかにするため、オホーツク海で船舶および航空機を用いた
同期観測を行った。その結果、Fig.1に示すように、薄氷の輝度温度
は厚さに依存していることが確認された。さらに、厚さが約30cmlこ達
すると、その依存性はなくなり、高周波数帯では輝度温度が下がるこ
とも確認された。この観測結果を元に薄氷の厚さ推定手法を開発し
Tニ。
本研究では、この薄氷の厚さ推定手法をオホーツク海の衛星観測
データに適用し、さらに、薄氷の厚さを3段階に分類し、その時系列
変化を調べた結果を報告する。
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Fig.5 MODIS image 
Fig目4は、 2003年2月20日のオホーツク海の海氷厚分布を示した図です。
Fig.5は、 Fig.4と同日に観測されたMODIS画像です。Fig.4の青色領域（0
～10cm）はFig.5で紫色に見える薄い海氷の領域によく対応しています。オ
ホーツク海北部沿岸や間宮海峡の南側にあるシホテアリニ山脈沿岸、サハ
リンの東沿岸などです。
Fig.4 Thickness map 
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Fig.5 Variability of thickness in the Sea of Okhotsk 
2 データ解析
解析期間は、毎年12月1日から3月31日の結氷期にし、AMSR-E
データについてはNSIDC、海面気圧データについてはNCEP再解
析データを用いた。また、海氷の厚さ情報については、次の手順で
推定した。（Fig.3参照ウ
1. 19GHz水平偏波の輝度温度（観測値）、海氷密接度（計算値）、
海水の輝度温度（固定値：19GHz水平偏波89K）を用いて、海氷
の輝度温度を計算。
2. 6GHz観測値から計算された海氷の表面温度と海氷の輝度温度
より、海氷の放射率を推定。
3. Fig.1に示した観測値から得られた、海氷の厚さと放射率の関係
を用いて、 0-10、10ー 20、20ー 30cmの3段階に分類。 Fig.5は、オホーツク海の海氷における、3つの厚さ区分（0～10、10～20、
20～30cm）の変化を、2002～2008年の期間について調べた結果です。0～
10cmの特に薄い海氷は12月に支配的で、その傾向は2002～2004年に顕
著に表れています。また、20～30cmの海氷域は、 1月に入ってから拡大して
いることが、どの年も確認することができます。
4.まとめ
直木らが開発した海氷の分類手法（Naoki,et al. JGR 2008）をAMSR-E
データに適用して、オホーツク海の海氷の厚さ分布を推定した。2002年から
2008年の6年間について、海氷の厚さを3段階に分けて調べた結果、薄氷域
が全体に占める割合は初冬に増加し、その後、20～409令の間で変動してい
ることがわかった。その領域は、海岸線やポリニア周辺、氷縁にそって分布
している。
今後、薄氷域と海面気圧の時系列変化を調べることによって、低気圧の通
過と薄氷域の広がりの関係を調べることで、薄氷域拡大の要因を明らかに
する計画である。
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